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コスメの科学

第1話 光とコスメ

岐阜大学応用生物科学部応用生命化学科

岩本悟志
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AI生成画像：ChatGPT（OpenAI）を使用して作成

― 美しさをつくる、光と微粒子の出会い ―





光が「物質」に出会うと、話は面白くなる



TODAY’S QUESTION

光はコスメの中で、
どう働く？

紫外線を防ぐ？ 美しく見せる？ 光を操る？



A GLIMPSE OF UNIVERSITY CHEMISTRY

まず、「光」の正体に迫ってみよう

大学の授業を、少し先取り

化学II
岐阜大学の1年生の教養基礎科目「化学II」で
実際に使っている教科書です。

かなり厚い本ですが、今日はこの中から――

コスメを見るための「物差し」を

一つ借りてみましょう。



A SCALE FOR LIGHT

光を見分ける鍵は、「波長」

大学では、光を
「色」だけでなく
数字で見ます。

波長 λ 〔nm〕

出典：アトキンス一般化学第8版（上）p.71 図1-9

光は一種類ではない。波長によって、物質との関わり方が変わる。



LIGHT AS A SCALE

光は「波長」で並べられる

見えない光も、見える光も、一本の物差しの上にある。

UV-B UV-A 可視光 赤外線

280 320 400 700 nm

短い波長 長い波長

波長が違うと、物質との関わり方も変わる。
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光と物質 01

反射：表面で、そろって戻る

光が一定の方向にまとまると、明るいハイライトが生まれる。 ツヤ肌につながる

01



光と物質 02

散乱：粒子に当たり、多方向へ広がる

多方向へ進む光が、明暗差をやわらげる。 マット肌・ぼかし効果へ
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光と物質 03

吸収：物質が光のエネルギーを受け取る

物質の中へ入った光は弱くなり、熱など別のエネルギーへ変わる。 紫外線吸収剤につながる
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だから、光と肌の間に「日焼け止め」という材料を置く。

紫外線は、肌のどこで作用する？

波長が違うと、届き方も作用も変わる。

より



日焼け止めは、紫外線に何をしている？

分子で受け取る 微粒子で制御する



A QUESTION OF SIZE

日焼け止めの粒子は、小さいほど高性能？

予想してみよう

大きな粒子 小さな粒子

A 小さいほどよい B 大きいほどよい
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C 目的によって変わる



A QUESTION OF SIZE

日焼け止めの粒子は、小さいほど高性能？

予想してみよう

大きな粒子 小さな粒子

A 小さいほどよい B 大きいほどよい C 目的によって変わる

「ナノにすれば解決」ではない。
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A QUESTION OF SIZE

答え：散乱剤は最小ではなく、「目的に合う大きさ」

小さすぎる
散乱が弱く

光が通りやすい

波長に合う
紫外線を

効率よく散乱

大きすぎる・凝集
白浮きや

ムラにつながる

守りたい波長 ×透明感 ×分散安定性
このバランスを設計するのが、化粧品の微粒子技術

「ナノにすれば解決」ではない
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FROM PROTECTION TO APPEARANCE  01

紫外線を「可視光」に替えたら？
変わるのは粒子ではなく、光の波長。

紫外線 可視光

同じ微粒子の科学に、別の仕事が生まれる。 次へ



FROM PROTECTION TO APPEARANCE  02

同じ微粒子でも、光が変わると役割が変わる
光と物質の相互作用は、波長によって結果が変わる。

紫外線 ×微粒子
肌へ届く量を減らす＝守る

可視光 ×微粒子
目へ戻る光を変える＝見せる

「守る」と「魅せる」は、光と粒子の科学でつながる。 同じ原理



FROM PROTECTION TO APPEARANCE  03

私たちが見ているのは、肌から「戻ってきた光」
微粒子は、その戻り方を設計できる。

まとまって戻る 広がって戻る

光の戻り方が、肌の印象をつくる。 ツヤとマットへ



可視光線はコスメの中で、
どう働く？



AI生成画像：ChatGPT（OpenAI）を使用して作成



POWDER DESIGN

微粒子を設計すると、

光の戻り方が変わる

大きさ・形・表面を変える

↓

光の戻り方が変わる

↓

肌の印象が変わる



SOFT FOCUS

毛穴を消している

わけではない

微粒子が光を広げる

↓

明暗差が小さくなる

↓

輪郭がぼけて見える

光の情報を変えている。



LECTURE REVIEW

紫外線を防ぎ、可視光を活かす。

コスメは、光を波長ごとに使い分ける。

紫外線を防ぐ
分子・微粒子が吸収・散乱する

可視光を活かす
顔料・粉体が反射・散乱を整える

波長 ×粒子径×配置

粒子の大きさ・形・表面・分散状態が、光の働きを変える。



LECTURE CONCLUSION

光を防ぐ。

光を活かす。

PROTECT CREATE

二つの働きをつなぐのは、

光と物質の
「出会い方」の設計

コスメは、波長に合わせて光との付き合い方を変えている。



NEXT EPISODE

目に見える美しさは、
目に見えない構造から生まれる。

第2話 コスメの中の「適材適所」 では、
化粧品のひとしずくの中の科学を解説します。



APPLIED LIFE CHEMISTRY

見えない構造から、役立つ機能をつくる

光と微粒子、分散と界面も、応用生命化学の入口です。

分子を理解する

分子の働きと生命現象

分子の集まり方を設計する

微粒子・界面・自己組織化

健康に役立てる

健康と生活を支える科学

目に見えない分子の世界から、人の未来をつくる。

それが、応用生命化学です。


